
海
外
で
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
、実
践
能
力
を
養
い
ま
す
。�

世
界
に
は
、貧
困
、環
境
破
壊
、紛
争
な
ど
を
背
景
に
、適
切
な
保
健
や
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
を�

受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
多
く
の
人
々
の
生
命
や
健
康
が
失
わ
れ
て
い
る
国
や
地
域
が
あ
り
ま
す
。�

長
崎
大
学
大
学
院
国
際
健
康
開
発
研
究
科
は
、こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
健
康
問
題
の�

解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
専
門
的
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
生
ま
れ
ま
し
た
。�

日
本
で
初
め
て
の
試
み
と
い
わ
れ
る
本
研
究
科
の
特
色
を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

�

〜
国
際
協
力
の
現
場
で
活
躍
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
養
成
〜�

長
崎
大
学
大
学
院�

長崎大学熱帯医学研究所教授、同研

究所所長、21世紀COEプログラム“熱

帯病・新興感染症の地球規模制御戦

略拠点”リーダーなどを経て現職。海

外学術研究では、中米グアテマラでの

オンコセルカ症の疫学対策研究の他、

’81年から現在までケニアにおける住

血吸虫症の疫学対策研究に従事。

’99年小泉賞（日本寄生虫学会）受賞。

’02年大山健康財団賞（大山健康財

団）受賞。

研究科長

青木 克己 教授

国
際
協
力
の
現
場
で
活
躍
で
き
る�

                      

「
公
衆
衛
生
学
修
士
」
を
育
成
し
ま
す
。�

い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
知
識
を
得
て
、複
眼
的
な
思
考
を
育
み
ま
す
。�

2008年�
4月�

ピースウィンズ・ジャパン提供

Aoki Yoshiki

世
界
で
は
、貧
し
い
国
々
を
中
心
に
エ
イ
ズ

や
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
感
染
症
が
ま
ん
延
し
た
り
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
予
防
で
き
る
病
気
で

亡
く
な
っ
た
り
、母
親
が
妊
娠
、出
産
時
に
十

分
な
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
ず
に
亡
く
な
る
な
ど

し
て
い
ま
す
。近
年
、日
本
で
は
こ
の
よ
う
な
問

題
に
関
心
を
持
つ
若
者
が
増
え
、海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
め
ざ
す
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、残
念
な
が
ら
そ
の
現
場
で
は
、体

系
的
な
知
識
と
実
践
能
力
を
有
す
る
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
人
材
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

長
崎
大
学
大
学
院
国
際
健
康
開
発
研
究
科

（
修
士
課
程
２
年
）は
、そ
の
よ
う
な
現
場
で
活

躍
で
き
る
人
材
と
し
て「
公
衆
衛
生
学
修
士

（M
P
H
:M
aster

of
P
ublic

H
ealth

）」を
育

成
す
る
た
め
に
設
立
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
、日

本
で
は
地
球
規
模
課
題
で
あ
る
健
康
問
題
を

考
え
る
国
際
保
健
分
野
の
人
材
育
成
は
立
ち

遅
れ
て
お
り
、本
研
究
科
は
、そ
の
専
門
的
人

材
を
系
統
的
に
教
育
す
る
日
本
で
初
め
て
の

機
関
と
し
て
、国
際
協
力
関
連
機
関
や
団
体

な
ど
か
ら
大
い
に
注
目
さ
れ
、期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

初
年
度
と
な
る
今
年
は
１１
人
の
学
生
を
迎

え
ま
し
た
。近
い
将
来
、国
際
協
力
の
舞
台
で

活
躍
す
る
た
め
に
、猛
勉
強
の
日
々
を
お
く
っ

て
い
ま
す
。

本
研
究
科
の
教
育
の
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な

特
長
が
、海
外
の
現
場
を
体
験
で
き
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
す
。第
１
年
次
の
夏
に
は
、そ
れ
ま

で
に
学
ん
だ
基
礎
知
識
を
実
践
の
場
で
活
か

す
こ
と
を
目
的
と
し
た
１
カ
月
間
の
短
期

フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
、第
２
年
次
に
は
現
場
に
お

け
る
問
題
解
決
能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、学

生
の
専
門
に
合
っ
た
現
場
で
８
カ
月
の
長
期
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の

現
場
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
々
と
渡
り

合
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
、そ
れ
ぞ
れ

の
能
力
を
上
手
く
活
か
し
な
が
ら
、政
策
を
立

て
、実
施
し
て
行
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
、調
整

能
力
な
ど
を
養
っ
て
い
き
ま
す
。こ
れ
ら
の
現

場
研
修
は
、長
崎
大
学
の
海
外
拠
点（
ケ
ニ
ア
、

フ
ィ
ジ
ー
な
ど
）の
他
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

国
連
、国
際
協
力
関
連
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

な
ど
と
連
携
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
本
で
初
め
て
の
試
み
と
な
っ
た
本
研
究
科

の
設
立
は
、学
部
を
越
え
て
新
し
い
分
野
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
新
時
代
の
大
学
の
教
育
研
究

の
在
り
方
を
示
す
も
の
で
も
あ
り
、他
へ
の
波

及
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
新
し
い
体
制

か
ら
世
界
へ
は
ば
た
く
こ
と
に
な
る
本
研
究
科

の
学
生
た
ち
。刺
激
的
で
充
実
し
た
こ
の
２
年

間
が
、彼
ら
の
将
来
の
大
切
な
礎
に
な
る
の
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

本
研
究
科
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
の
は
、長
崎
大

学
が
熱
帯
医
学
研
究
所
、医
歯
薬
学
総
合
研

究
科
な
ど
を
中
心
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た

熱
帯
医
学
分
野
の
研
究
と
人
材
育
成
の
経
験

で
す
。海
外
に
お
け
る
研
究
実
績
も
豊
富
で
、

本
研
究
科
で
は
、そ
れ
を
活
か
し
な
が
ら
人
材

を
育
て
て
い
き
ま
す
。

本
研
究
科
の
教
育
の
大
き
な
特
長
の
ひ
と

つ
が
、セ
ク
タ
ー
を
越
え
た
学
際
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
で
す
。熱
帯
公
衆
衛
生
学
を
基
礎
と
し
な

が
ら
も
、さ
ら
に
人
類
学
、国
際
経
済
学
、社

会
学
、行
動
科
学
な
ど
、多
様
で
幅
広
い
分
野

の
知
識
を
習
得
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、な
ぜ
、い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
知
識

が
必
要
か
と
い
う
と
、国
際
的
な
健
康
問
題
を

取
り
巻
く
情
況
は
た
い
へ
ん
複
雑
で
一
筋
縄
で

は
解
決
で
き
な
い
か
ら
で
す
。た
と
え
ば
健
康

問
題
を
抱
え
る
途
上
国
に
、い
き
な
り
ワ
ク
チ

ン
や
薬
な
ど
を
持
ち
込
ん
で
も
、文
化
や
社
会

的
背
景
の
違
い
か
ら
住
民
に
拒
否
さ
れ
た
り
、

そ
れ
に
必
要
な
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
た
め
に

使
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。相
手
に

と
っ
て
最
適
な
手
段
や
方
法
を
見
つ
け
る
た
め

に
、国
際
情
勢
、政
治
、経
済
、社
会
、文
化
な

ど
を
理
解
で
き
る
力
と
複
眼
的
な
思
考
を
養

う
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

02

↓途上国において、母と子の健康問題を扱う母子
保健の向上は重要なテーマのひとつだ。教育を受け
た母親の子どもは生存率がいいと言われ、母親の知
識や意識の向上などが課題とされる。

←砂を掘って地下から飲料水を得る
エチオピア南部の農牧民バンナの
人々。実はこの近くに海外の援助団
体が設けた井戸があるが、メンテナン
スが不十分なまま放置されている。彼
らはその井戸の水を「まずい」といって
飲もうとしない。真の援助とは何だろう。

→’９９年、大干ばつに見舞われ、海
外からの援助穀物の分配を待つエチ
オピア南部の人々の行列。しかし、配
られた小麦は、彼らにとって食べたこと
のない見知らぬ穀物だったため、その
多くが市場に転売されたという。援助
が的外れではどうしようもない。

←エチオピアの地方都市
では、この１０年間で、電力
や水道などのインフラ整備
がかなり進んだ。この町で
も昨年、水道供給がはじ
まった。水汲みは子どもたち
の仕事で、以前は少し離れ
た場所まで歩いて井戸水を
汲みに行っていた。

→イラクでの緊急医療援助の
様子。緊急援助の場合、むずか
しい即断を迫られることもあり、国
際協力の理想と現実のギャップ
を感じたり、現場の人 か々ら学ぶ
べきことが多いことに、あらため
て気づかされる。そして、時には
Un-learning、学び捨てることも
必要に。
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長崎大学大学院国際健康開発研究科（修士課程）の概略�

大学卒業後、

JOCV、NGO、

政府機関、民

間企業などで

数年間の実務

経験（国内外

及び職種等は

問わない）を

有する者、又は

これに相当す

る経験を有す

る者が望まし

い。�

入　学� カリキュラム構成の概念� 修了後�
公衆衛生学修士（MPH）の学位取得�

段階に応じた「国際保健学演習」を実施�

入
学
希
望
者�

長期（8カ月）�
インターンシップ�

熱帯公衆�
衛生学特論�
（熱帯医学、環境保健学、�
健康リスク学、疫学・統計学）�
母子保健学�
保健医療倫理学など�

熱帯地域に�
おける健康問題の�
現状理解�

多様な社会・文化�
環境での学問的�
アプローチの習得�

政策立案・�
事業運営に関する�
知識の習得�

国際協力現場に�
おける�
実務能力育成�

文化・医療人類学�
国際開発の経済学I�
（マクロ経済）など�

国際保健医療�
援助学特論�
（国際援助概論、�
国際保健医療政策論）�
国際保健医療事業�
マネジメントなど�

※JOCV（青年海外協力隊）、NGO（民間開発協力団体）、WHO（世界保健機関）、UNICEF（国連児童基金）、JICA（国際協力機構）

博士課程進学�

国連（WHO、UNICEF
など）職員、JICA保健
医療政策アドバイザー、
JICA企画調査員など�

JICA直営専門家、国際
協力系コンサルタント
会社など�

国際保健医療系NGO
運営者、スタッフなど�

履修プロセス�

熱帯医学�
公衆衛生� 社会科学� 国際保健医療政策�

マネジメント�

国際保健医療政策�
アドバイザー�
�

国際保健医療�
コンサルタント�

国際保健医療系�
NGO運営者�

特論基礎科目� 特　論　応　用　科　目�

学んで、体験して、自分のものにする。�
知識と実践力をバランスよく有する人材を育成します。�

・� ・� ・�

・�・�
・�

■今年度の入学生と教授陣

第１年次前期では、特論基礎科目を通じて、途上国の現場で国際保健プ
ロジェクトを実施運営するための専門家として必要な基礎知識を習得し
ます。

第１年次の夏休み期間に、基礎知識の実践的重要性を体験するために、
短期フィールド研修（１カ月）を実施します。

第１年次後期には、特論応用科目を通じて、国際保健学分野の専門家に
必要な専門知識を学びます。

第２年次では、実践的問題解決能力の育成のために、学生の専門に合わ
せた現場で長期インターンシップを実施。この時、課題研究報告書また
は修士論文に必要なデータや情報も収集します。

第１年次から第２年次の２年間を通じて「国際保健学演習」の研究指導
を実施。課題研究報告書の発表、審査が行われます。

1

2

3

4

5 ■２年次の長期インターンシップで現場
での実践能力が磨かれる。（写真は研修
先のひとつケニア）

■１年次は座学が中心。基礎知識を徹
底的に身につける。
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ミレニアム開発目標（MDGs）�

目標1　極度の貧困と飢餓の撲滅�

目標2　初等教育の完全普及の達成�

目標3　ジェンダー平等推進と女性の地位向上�

目標4　乳幼児死亡率の削減�

目標5　妊産婦の健康の改善�

目標6　HIV／エイズ、マラリア、その他の�
            疾病のまん延の防止�

目標7　環境の持続可能性確保�

目標8　開発のためのグローバルな�
　　　  パートナーシップの推進�

（外務省ホームページ「ミレニアム開発目標（Millennium Development Goals:MDGs）」より抜粋）

人類への愛と、フロンティア精神が原動力�
�

応援メッセージ

健康を考えること�

国連人口基金
（United Nations
Population Fund）
東京事務所長

池上 清子

健
康
と
は
、

単
に
心
と
体

が
病
気
で
な
い

こ
と
を
指
す
も
の

で
は
な
い
。公
衆
衛
生
的

な
観
点
や
予
防
医
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
し
か
り
で
あ

る
が
、実
は
、現
代
的
な
意
味
合
い
と
し
て
は
、開
発
と

の
リ
ン
ク
、つ
ま
り
貧
富
の
格
差
是
正
な
ど
の
社
会
的

な
視
点
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

国
際
社
会
が
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）を
、

国
際
社
会
の
一
致
し
た
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
し
て
、国
連

総
会
で
採
択
し
た
の
は
２
０
０
０
年
で
あ
る
。８
つ
の

開
発
目
標
を
設
定
し
、２
０
１
５
年
ま
で
に
達
成
す
べ

き
数
値
目
標
も
定
め
た
う
え
で
、人
権
を
守
る
こ
と
と

開
発
の
成
果
を
求
め
る
こ
と
を
基
本
線
に
据
え
た
。こ

れ
は
、１
９
９
０
年
代
の
国
際
会
議
や
サ
ミ
ッ
ト
で
決

ま
っ
た
国
際
開
発
目
標
を
統
合
し
た
も
の
で
、現
在
で

は
、開
発
に
関
す
る
国
際
社
会
の
共
通
し
た
枠
組
み
と

な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、こ
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
中
で
、

１
９
９
４
年
の
国
際
人
口
開
発
会
議
の
成
果
は
、ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
平
等（
目
標
３
）、母
子
保
健（
目
標
４
と
５
）、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
な
ど
の
感
染
症
対
策（
目
標
６
）、環

境
の
持
続
可
能
性
の
確
保（
目
標
７
）と
し
て
ま
と
ま
っ

て
お
り
、８
つ
の
う
ち
３
つ
が
保
健
分
野
の
目
標
で
あ

る
。経
済
・
社
会
開
発
を

進
め
て
い
く
う
え
で
、

人
々
や
家
族
の
健
康
が

い
か
に
重
要
で
あ
る
か

を
示
し
て
い
る
。国
際
的

な
視
点
、し
か
も
、開
発

と
健
康
と
の
リ
ン
ク
を

考
え
・
学
ぶ
こ
と
は
、こ

れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
に
お
い
て
、日
本
人
と
し

て
、ま
た
地
球
人
と
し
て
貢
献
す
る
た
め
に
も
求
め
ら

れ
て
い
る
資
質
と
も
い
え
よ
う
。長
崎
大
学
の
国
際
健

康
開
発
研
究
科
は
、そ
の
た
め
の
知
識
と
経
験
を
蓄
積

す
る
場
を
若
い
人
た
ち
に
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
。

今
年
が
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
達
成
ま
で
の
ち
ょ
う
ど
中

間
年
で
あ
る
。９
月
に
は
国
連
総
会
で
今
ま
で
の
成
果

が
検
証
さ
れ
、２
０
１
５
年
ま
で
に
私
た
ち
が
何
を
す

べ
き
か
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宮本 奈穂子さん東芦谷 梓さん吉岡 浩太さん

私は、社会福祉士としてフィジーの養護

学校で協力隊の経験があり、そこで保健

医療支援の重要性を実感し、きちんとその

分野の勉強をして国際協力の現場で働き

たいと強く思うようになりました。大学が文

系だったので、医師や看護師といった医療

のバックグラウンドを持つ同級生より、勉

強は確かにたいへんですが頑張りたい。こ

の研究科では医療に限らず、広い体系で

学べるのが魅力です。今は、自分のやりた

いことをやれて、とても充実しています。

助産師として２年間働いた後、この研

究科へ入学しました。もともと国際協力に

興味があり、琉球大学国際保健研究会に

所属し、いつか助産師として携わりたいと

思っていました。現在、熱意ある先生方や

途上国などでの国際協力の経験が豊か

な同級生たちに囲まれ、毎日、刺激を受け

ながらいろんなことを吸収しています。私も

そうでしたが、国際協力の現場での経験

がないからと、入学を躊躇している人がい

るかもしれません。でも、思いきってチャレン

ジすることをお勧めします。

中米コスタリカで村落開発普及員を経
て、グアテマラでJICAが実施しているア
メリカ大陸特有の感染症、「シャーガス病」
の対策プロジェクトに関わったのを機に、
途上国の保健行政全般に興味を持ち、研
究科へ入学しました。ここでは常に現実で
活かせる学問をしていくというスタンスが気
に入っています。グアテマラでは子どもの
頃、内戦のため勉強できない境遇にあった
現地の職員が、大人になった今も仕事の
合間に少しでも学ぼうとする姿を見て心を
打たれました。私は、勉強できるこの機会を
大切にしなければと思っています。
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健康開発は教育と並んで、社会開発の中

でも中心的な役割を果たす部分です。その

究極の目標は、その土地の人々が違和感な

く幸福を感じられるようになることでしょう。大

事なことは、誰が、どのような問題を感じてい

るかです。学校教育が普及することを喜ぶ人

もいれば、新しい価値観が入り込んでくるの

を苦 し々く思う人だっています。

私はエチオピア南部の少数民社会で、まさ

に現在進行中の近代化プロセスを研究して

いますが、国家規模の経済発展や辺境地域

の開発事業が、在来の生活文化に変化をも

たらし、人々のあいだにさまざまな葛藤を生み

出していくのを目の当たりにしてきました。

一人ひとりが違和感なく幸福を感じられる

にはどうしたらいいのか。その問題を一緒に考

えてみたいです。

２００１年から“国境なき医師団（MSF）”で

外科医として活動してきた経験から、緊急医

療援助概論の一部を担当し、現場での体験

をもとに講義します。

紛争・貧困・自然災害に起因する人々の

苦悩、そして、医療へアクセスできない人たち

への援助は短期では解決できず、広い医学

知識以外に、社会情勢・文化・宗教への理

解、異文化への適応力などが要求されるた

めに、援助チームを支えるさまざまな人材が

必要です。

この１カ月、外科医としてソマリアに滞在

し、紛争が激しい日には銃創患者が数十人

搬送され手術したり、緊急帝王切開など多忙

な日 で々した。残念ながら最後は治安悪化で

緊急撤退しましたが、私が手術をした少年が

空港に現れたのには驚くとともに大感激でし

た。（写真上）

途上国の現場では、実践かつマネジメント

のできる人材が求められています。本研究科

は、そのような人材を育てることを目的として

おり、日本で初めての国際保健に特化した修

士号の取得可能な研究科です。これから、ど

のように成熟していくのかは、この春入学した

第一期生をはじめ、今後入学し、修了していく

学生たちの双肩にかかっています。日本にお

けるこの分野の開拓者であることを自覚し、

文化づくりと次の世代に伝えるための知識と

経験の体系化を念頭にがんばってください。

歴史は、本研究科の修了生によって作られます。

講義は、継続的情報収集（サーベイラン

ス）論を中心に展開します。途上地域の健康

状態を把握し、根拠（エビデンス）に基づく健

康対策が必要です。ケニアで待っています。

途上国における貧困削減は、地球規模の

課題となっており、感染症などの健康問題と

も深く関わっています。また、その国の貧困削

減には、経済成長が必要条件（ただし、十分

条件ではありませんが）となることが、過去の

経験から知られています。

私が担当する「国際開発の経済学�」で
は、貧困削減の前提条件となる経済成長の

仕組みを解明して、必要とされる経済開発の

政策を国際的な視点から考えます。

また、途上国では、そのような政策に必要

な資金が不足しがちなので、外国に借りたり、

援助をあおぐ必要が出てきます。その際に生

じる為替レートの変動や通貨危機がもたらす

課題についても考えていきます。そのうえで、

人 が々豊かさを手にする条件を探っていきます。

長崎大学大学院国際健康開発研究科 ◎TEL０９５‐８１９‐７００８〒８５２‐８５２３長崎県長崎市坂本１‐１２‐４

MMaassuuddaa KKeenn

増増田田 研研准准教教授授
●●担担当当科科目目：：文文化化・・医医療療人人類類学学、、国国際際保保健健学学演演習習

KKuurroossaakkii NNoobbuukkoo

黒黒崎崎 伸伸子子非非常常勤勤講講師師
““国国境境ななきき医医師師団団””ボボラランンテティィアア医医師師（（外外科科医医））、、日日本本BBPPWW連連合合会会会会長長

●●担担当当科科目目：：緊緊急急医医療療援援助助論論

KKaanneekkoo SSaattoosshhii

金金子子 聰聰教教授授
●●担担当当科科目目：：ササーーベベイイラランンスス・・シシスステテムム論論

KKuuddoo TTaakkeesshhii

工工�� 健健准准教教授授
●●担担当当科科目目：：国国際際開開発発のの経経済済学学 II（（ママククロロ経経済済））

■世界には多様な生活
文化や価値観がある。
家畜の胃の中身を取り
出して全身に塗る老婆。
エチオピアのこの民族に
とって、それは薬で、豊穣
のしるしとされている。

■緊急医療援助で出向いたソマリアでの手術室での様子。黒崎先生は、
国境なき医師団のメンバーとして、スリランカ、イラク、インドネシア、リベリア、
ナイジェリアなどへの派遣歴を持つ。

■長崎大学の海外研究
拠点のひとつケニアの
プロジェクトエリア内の
子どもたち。女の子は毎
日朝夕湖まで水を汲み
に行く。男の子は牛追い
が仕事。みんなケニアの
空のように明るい笑顔が
絶えない。

■工藤先生が論文（共著）を寄せた欧米の論文集。日本の金融政策や途
上国に大きな影響を与えるといわれるアメリカの経済の動向などについて書
かれている。
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